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Abstract: In this paper, In Tokyo, the development of the Furukawa Parent Park, the first Japanese water familiar park in Edogawa 

ward in 1974, has been developed sequentially in each of the districts. In 2005, a survey on the maintenance situation of the water 

familiar park conducted by the authors confirms the maintenance of 71 water familiar parks in 10 wards of Tokyo by utilizing existing 

agricultural waterways and rivers. 

 

1. はじめに 

 東京都では，1974 年において日本初の親水公園とし

て古川親公園（江戸川区）が整備された。その後、各区

において順次整備が進められてきた.2005 年に筆者ら

が実施した親水公園の整備状況に関する調査１）では既

存の農業用水路や河川を活用することにより，東京都

10 区において 71 ヶ所の親水公園整備が行われてきた.

また東京都のみならず，全国各地において「親水」を

冠した公園整備が順次実施されてきており，各地域の

新たな都市環境資源として親水公園は位置付けられ，

空間整備および利用が展開されていることがわかる. 

こうした中で，親水公園整備が開始されてから 45年

以上が経過する中で，親水公園の整備動向やその特徴，

空間利用の位置づけ等が地域ごとに変様してきている． 

そこで本稿では，東京都における親水公園に着目し，

その整備動向を整理するとともに，親水公園のパンフ

レットを基にそこに記載されている用語頻出から，空

間利用および管理における各自治体の方針を捉えるこ

とを目的とする. 

 

2. 調査概要 

調査概要を Table1に示す．本稿では多数の親水公

園整備が行われている東京都 23 区を対象地とし,ま

ず,全区に対してパンフレットの有無を把握した.そ

の結果,パンフレット作成を江戸川区（5 部）,北区（5

部），墨田区（1 部）の 3 区で計 11 部収集できた.そ

の後,各親水公園整備の動向を把握するため，各公園担

当課への電話によるヒアリング調査を実施し,加え

て,WEB 調査による資料収集を実施した．その後，空

間利用及び管理の自治体方針を捉えるため公園パンフ

レットから活動実態を示す用語を抽出することとした． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. 調査結果 

3-1. 東京都における親水公園の推移 

東京都における親水公園の整備動向を Figure1 に示

す．これをみると，1973 年に古川親水公園が開園して

以降，1983年までは年々増加傾向にあることが分かる．

その後，1987 年から 1995 年頃までに 42 公園が開園し

ており，現在までの開園数の約半数がこの期間に開園

していることが読み取れる．これは，東京都における

公園整備への取り組みが本格化した事が要因として挙

げられる．加えて，42 公園中の 13 公園が足立区によ

って開園されていることから，足立区では「足立区河

川・水路総合計画」により役割を終えた用水路を新た

な環境づくりの資源として活用したことが分かった． 
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Table 2. Outline of Water Familiar Park 

Figure 2. Classification of Activities 

      at Water Familiar Park 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかし，1996 年以降，顕著な増加は無く，2003 年か

ら 2008 年まで増加はみられない．その後，翌 2009 年

から 2018 年までに 4 公園が中央区及び渋谷区によっ

て開園され，中央区では，「緑の基本計画」の策定が要

因として考えられる． 

3-2. 親水公園のパンフレットの頻出用語の傾向 

親水公園における活動を示す頻出単語を Figure2 に

示す．調査の結果，パンフレット記載の活動を示す頻

出単語を 121 語抽出でき，「こども遊び」が全体の約

35％（頻度 35 回）を占めていた．また，親水活動に属

する頻出語をみると 51 語抽出でき，公園全体における

約 24％を占めていることから，水を介した行動がやや

少ない傾向に留まった． 

次に各区別の活動をみると，まず，江戸川区におけ

る親水活動は 52％を占め，公園活動より上位となって

いた．その内容についてみると，「子どもの遊び」が

100％となっていることから，子どもやその家族に向け

た整備を積極的に実施している傾向がみられた．次い

で，北区をみると，全体の活動に対し親水活動の割合

は約７％に留まっており，3区中最低値となっていた．

内容では，「散策」や「ふれあい」がみられたことから，

慢性的な利用や活動を意図た整備が実施されているこ

とが推察される．最後に，墨田区の親水活動は 50％と

なっており，釣りやボート等の娯楽性を目的とした整

備意図が読み取れた． 

 

4．おわりに 

本稿では，ヒアリング調査及び文献調査から近年の

親水公園の活用実態を捉えた．その結果，江戸川区と

墨田区では公園における活動の約 5 割が親水活動で占

められており，水に対する認識の高さが推察される．

特に，江戸川区は近隣住民に対する水辺整備が積極実

施している動きがみられ，墨田区では娯楽性のある水

辺整備が重視していることが分かった．また，北区で

は親水活動に対する意識の高さ認められなかったが，

ふれあいや散策が重視されており，日常的な利用を期

待した整備が読み取れた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後，水の持つ効果を十二分に発揮する環境整備に

おいては，各区の認識の違いを公園担当課が共有・把

握することが重要であると考える． 
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